一件の第三者評価の標準的な流れ
	
	評価機関
	事業者

	準備
	
	

	契約
	



	

	評価の実施
	




















	







	公表
	


	


評価機関等の情報収集





事前説明


評価機関の特徴の説明、


評価実施方法等の説明など





契約締結





複数の評価機関を比較し、


評価機関を決定








評価の実施








事前打ち合わせ


評価方法等の説明･確認





（福祉サービス事業者と協議の上）


･事業所情報の作成　　　　　 ･評価基準､利用者調査表の作成


･利用者調査の対象者選定





職員への説明





利用者(家族等)への説明





・利用者(含家族等)調査の実施


・調査表の回収





自己評価回収





利用者調査表の内容確認


集計･分析





自己評価の集計･分析





事業所情報内容の確認





訪問調査の実施


施設確認･職員ヒアリング･利用者ヒアリング





利用者調査票


配布協力





評価基準に基づく自己評価





評価結果の確定、公表の確認


評価結果について､報告を受け、内容を確認する。





公表を同意





評価結果のとりまとめ


評価結果について､機関としてまとめる。





評価結果を富山県福祉サービス第三者評価推進機構へ報告





富山県福祉情報システム（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）において公表





・サービスの質の向上に向けて改善


・評価結果の自己開示





説明会の開催





利用者調査の実施





自己評価の実施





事前分析、事前準備





評価機関へ相談








